
現在、本年度“第２弾”の「交通事故防止強化月」に取り組んでいます。 

９月15日現在、対物共済の構内事故の発生割合は、数値目標（構内事故の比率30％

以下）を上回る結果となっています。また、類型別では、門柱やシャッター等の工

作物への衝突が最も多く発生しています。 

構内では、事故への警戒心を高め、構内ルールの遵守および下車確認を徹底し、

構内事故を防止しましょう。 

◇対物共済 事故受付状況 

４月～８月 
637件 

９月１日～15日 
63件 
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構 内 
 41.1%(262件) 
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＜コメンタリー運転の実践＞ 

新型コロナウイルスを含む感染症対策の「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エ 

チケット」に努めましょう。 

〈神交共ホームページ〉 

◇対物共済 構内事故類型別受付状況 

「シャッター注意！」「後方よし！」 

～構内事故防止 声に出し確認～ 

その他 
 58.9%(375件) 

構 内 
 34.9%(22 件) 

その他 
 65.1%(41 件) 

構内 

284件 

工作物衝突 

155 件 

(54.6％) 
駐車車両衝突 

82件 

(28.9％) 

その他 

47件 

(16.5％) 

※構内事故の数値目標 30％以下 

４月～９月 15日 
700件 

構 内 
 40.6%(284件) 

その他 
 59.4%(416件) 


